
武田一族の霊を慰め
甲斐国を支配した権威を語り伝える
第５２回甲州市ふるさと武田勝頼公まつり

４月２３日

5
２０１７
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現
状

家
庭
ご
み
を
見
つ
め

　

甲
州
市
に
お
け
る
ご
み
の
現
状
と
し
て
、

日
々
の
暮
ら
し
に
最
も
近
い
、
家
庭
ご
み
の

「
今
」
を
見
つ
め
ま
す
。

　
市
の
ご
み
発
生
量
は
、リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
資
源
化
、
水
き
り
や
分
別

作
業
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
年
々
、
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
が
、

紙
・
布
類
及
び
ち
ゅ
う
芥
類
（
※
１
）
が
全
体

の
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
減
少
傾
向
は
、
ご
み
の
処
理
費
用

に
も
つ
な
が
り
、
昨
年
度
の
処
理
費
用
額
は
、

年
間
で
約
３
億
円
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
、
甲
府
・
峡
東
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
稼
働
に
よ
っ
て
、
ご
み
処
理
費
用

は
減
少
す
る
も
の
の
、
市
で
は
、
さ
ら
な
る

処
理
費
用
の
減
少
に
向
け
て
、
水
き
り
や
分

別
作
業
の
啓
発
活
動
な
ど
各
種
環
境
政
策
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

to
p
ic
1
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25
ｍ
プ
ー
ル　

約
４
２
０
０
０
０
杯
分
・
・
・

　

積
み
上
げ
れ
ば
、
約
５
０
０
㎞
の
高
さ
に
も
及
ぶ
・
・
・

　

こ
れ
は
日
本
で
１
年
間
に
出
る
ご
み
の
量
で
す
。

　

年
間
４
４
３
２
万
ト
ン
（
環
境
省
：
平
成
26
年
度
一
般
廃

棄
物
処
理
事
業
実
態
調
査
）
と
い
う
量
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
甲
州
市
で
は
年
間
、
可
燃
ご
み
の
処
理
量
が

８
３
２
０
．
２
７
ト
ン
を
排
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
続
け
ら
れ
、

経
済
発
展
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
時
代
に
は
、
た
だ
処
分
す
れ

ば
よ
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
廃
棄
物
の
減
量
と
資
源
の
有
功
活
用
な
ど

各
地
で
は
様
々
な
環
境
の
課
題
に
対
応
す
る
重
要
施
策
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
問
題
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
、
解
決
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
は
な
く
、
ご
み
の
発
生
を
い
か
に
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

甲
州
市
に
お
い
て
も
、
安
心
・
安
全
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
は
、
質
の
高
い
循
環
型
社
会
を
築
き

上
げ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
広
報
で
は
、「
清
ら
か
な
ま
ち
」
と
題
し
、
甲
州
市

の
環
境
政
策
や
ご
み
の
現
状
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
減
量
に
向
け
た
ヒ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※１　ちゅう芥類　炊事場などから出る食べ物などのくず。

　

平
成
28
年
ご
み
質
分
析
調
査
に
よ
る
と
、

収
集
さ
れ
る
ご
み
の
60
％
が
水
分
で
あ
る
と

い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
水
気
を
切
る

だ
け
で
重
量
は
減
り
、
処
理
費
用
の
減
少
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。

可燃ごみ成分割合
（平成 28 年 ごみ質分析調査結果）

可燃ごみ内容の割合
（平成 28 年 8 月ごみ質分析調査結果）

水分
60％

可燃分
35％

灰分
5％

紙・布類
51.6％

ちゅう芥類
（生ごみ）

20.3％

合成樹脂
ゴム・皮革類

15.9％

木・竹・わら類
6.7％

不燃物類 2.9％ その他 2.6％

市のごみの発生量の推移
(t ／年 )

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

( 人 )

42000

35000

28000

21000

14000

7000

0
H15 H17 H22 H27 ( 年度 )

8,708

6,988
6,561 6,509
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甲
府
・
峡
東

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

本格
稼働

topic2

　
４
月
か
ら
本
格
稼
働
を
開
始
し
た
「
甲
府
・
峡

東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」。
甲
府
市
・
笛
吹
市
・

山
梨
市
・
甲
州
市
の
４
市
（
甲
府
・
峡
東
地
域
ご

み
処
理
施
設
組
合
）
が
建
設
し
た
当
セ
ン
タ
ー
で

は
、
甲
州
市
の
可
燃
ご
み
を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　
循
環
型
社
会
の
形
成
、
地
域
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
た
、
人
に
や
さ
し
く
安
心
・
安
定
・
安
全
な

ご
み
処
理
施
設
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
新
設
さ
れ

た
セ
ン
タ
ー
の
施
設
内
の
様
子
や
ご
み
の
持
ち
込

み
方
法
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

ACCESSアクセス
センターのキャラクター「テラ」ちゃん

場所はココだよ♪中央制御室

ビン類の再利用について学べるコーナー

ごみを受け入れるプラットフォーム

●寺尾の湯
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甲府・峡東クリーンセンター西側に
笛吹市境川観光交流センター

「寺尾の湯」オープン
■利用時間　午前１０時～午後９時
　　　　　　（最終受付　午後８時３０分）
■休館日　水曜日（水曜祝日の場合は翌日）
　　　　　年末年始（１２月２９日～１月３日）
■使用料金 ４市の市民 ４市以外の方
大人（中学生以上） ４００円 ７００円
小学生以下

（小学生未満は無料） １００円 ２００円

高齢者（75 歳以上） ２００円 ７００円
団体割引（11 人以上） ３００円 ６００円
　※団体割引は、事前申込が必要となります。
◆お問い合わせ先
　笛吹市境川観光交流センター（寺尾の湯）
　境川町寺尾 1534　☎０５５－２４４－２６１４

センターのキャラクター「テラ」くん

見学もできるよ♪

《ごみの持ち込み》
■受付　月曜日～土曜日
　　　　( 日曜日、祝日、年末年始は休み）
■時間　午前８時３０分～正午
　　　　午後１時～午後５時
■料金（税込み）
　家庭系ごみ　１０１円／１０㎏
　事業系ごみ　１７７円／１０㎏
　犬 猫 死 体　７５６円／１体
◆お問い合わせ先
　甲府・峡東地域ごみ処理施設事務組合
　☎０５５ ‐ ２６６ ‐ ７７４４

CO2 削減や発電を体験できるコーナー

ごみクレーンバケットの等身大模型

ごみクレーン ペットボトルの異物などを取り除く作業

４つの市が手を結び、
最新施設で「循環型社会」の花を咲かせます。

まなから清 ち特集

施設の電力は
クリーンセン
ターで発電♪
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Switch　Interview
甲州市内の一般家庭ごみの収集を行っている山梨・甲州
環境協同組合の皆さんに「回収作業を通じて感じること」
や「ごみを減らしていくヒント」などを伺いました。

　
勝
沼
・
大
和
地
域
の
可
燃
ご
み
の
回
収
と
、

塩
山
に
あ
る
環
境
セ
ン
タ
ー
（
ク
リ
ー
ン
ピ

ア
）
の
可
燃
性
粗
大
ご
み
の
運
搬
を
行
っ
て

い
ま
す
。
旧
甲
州
街
道
沿
い
は
、
甲
州
市
の

玄
関
口
の
た
め
、
い
ち
早
く
回
収
に
迎
え
る

ル
ー
ト
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
環
境
に
携
わ
る
仕
事
な
の
で
、
環
境
美
化

は
当
た
り
前
、
ご
み
の
収
集
は
市
民
サ
ー
ビ

ス
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
集
積

所
の
半
径
３
メ
ー
ト
ル
は
掃
除
を
し
て
い
ま

す
。
ご
み
の
回
収
業
者
は
閉
鎖
的
と
思
わ
れ

て
し
ま
う
た
め
、
事
務
所
の
外
壁
を
な
く
し

オ
ー
プ
ン
な
環
境
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

事
務
所
周
辺
の
ご
み
拾
い
を
す
る
な
ど
、
地

域
の
環
境
美
化
や
住
民
と
の
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
甲
府
・
峡
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
笛
吹

市
境
川
町
寺
尾
地
区
に
完
成
し
ま
し
た
。
焼

却
施
設
や
最
終
処
分
場
を
受
け
入
れ
て
く
れ

た
地
元
住
民
に
感
謝
し
、
大
切
に
施
設
を
使

い
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

田中　勲さん

勝沼・大和地区可燃物収集運搬

ごみ回収は
市民サービス

topic3
山梨・甲州環境協同組合
組合員へインタビュー
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市内不燃物 / 資源物収集運搬

　
甲
州
市
内
の
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
や
缶
、

瓶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
い
っ
た
資
源
ご
み
の

回
収
を
行
っ
て
い
ま
す
。
回
収
後
は
、
自
社

で
選
別
や
プ
レ
ス
等
を
行
い
、
再
生
工
場
に

出
荷
を
し
て
い
ま
す
。

　
甲
州
市
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
収
集
所
が
整
理
さ
れ
て
お
り
作
業
が
し
や

す
い
で
す
。
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、

24
時
間
い
つ
で
も
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
と
て
も
魅
力
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、
甲
州
市

の
可
燃
ご
み
減
少
の
一
役
を
担
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
時
折
、
回
収
で
き
な
い
ご
み
や
、

中
身
が
入
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
ご

み
の
分
別
を
確
実
に
行
っ
て
、
パ
ー
フ
ェ
ク

ト
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
は
、
日
常
の
中
で
も
浸
透
し

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
行
っ

て
い
る
小
さ
な
心
が
け
が
ご
み
の
減
量
や
環

境
を
よ
く
し
ま
す
。

　
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
心
が
け
を
続
け
て
ほ

し
い
で
す
。

鹿野　雅人さん

塩山地区可燃物 / 市内不燃物収集運搬

西脇　武志さん

　
塩
山
地
域
の
可
燃
物
、
勝
沼
・
大
和
地
域

の
ナ
イ
フ
や
フ
ォ
ー
ク
、
乾
電
池
な
ど
不
燃

金
属
や
ガ
ラ
ス
や
セ
ト
モ
ノ
と
い
っ
た
不
燃

ガ
ラ
ス
を
回
収
し
て
い
ま
す
。
市
内
全
域
を

回
収
す
る
た
め
、
少
な
い
人
数
で
、
連
携
し

な
が
ら
回
収
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
可
燃
ご
み
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る

も
の
が
多
く
混
入
し
て
ま
す
。
全
体
と
し
て

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
春

は
、
教
科
書
な
ど
の
紙
類
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
は
果
物
な
ど
の
生
ご
み
が
可
燃
物
と
し

て
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
処
理
費

用
は
、
重
さ
で
換
算
さ
れ
ま
す
。
分
別
の
徹

底
は
ご
み
の
減
量
の
近
道
で
す
。

　
甲
府
・
峡
東
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
、
移
動
距
離
が
長
く
な
り
ま
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
安
全
運
転
を
心
が
け
て
、
収
集
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

パーフェクト
リサイクル
を目指して

分別の徹底が
ごみ減量の近道

ま
な
か
ら
清

ち

特集

広報こうしゅう7
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ごみゼロ運動
　環境政策課では、５月 30 日（ごみ
ゼロの日）に合わせ、ごみの減少を呼
びかける「ごみゼロ運動」を行ってい
ます。今年も市内大手スーパーで運動
を実施します。

ごみゼロの
日

環境政策

ご
み
の
抑
制
と
資
源
の
有
効
活
用

to
p
ic
4

　
市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
の
抑
制
や

資
源
物
の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ン

ポ
ス
ト
等
の
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
や
、

買
い
物
時
の
レ
ジ
袋
削
減
に
向
け
た
、
マ
イ

バ
ッ
ク
利
用
の
促
進
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た

一
般
廃
棄
物
の
再
使
用
、
再
利
用
の
推
進
と

し
て
、
資
源
ご
み
団
体
回
収
報
奨
金
制
度
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
、
廃
食

用
油(

天
ぷ
ら
油)

の
回
収
を
行
っ
て
い
ま

す
。

収
集
さ
れ
る
生
ご
み
の
60
％
が
水
分

で
す
。
水
気
を
切
る
こ
と
で
重
量
が

減
り
、
焼
却
費
用
が
減
少
し
ま
す
。

ミ
ッ
ク
ス
紙
、
牛
乳
パ
ッ
ク
等
の
資

源
物
は
、
燃
え
る
ご
み
と
し
て
出
す

の
で
は
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
し
ま

し
ょ
う
。

甲
州
市
の
環
境
政
策

ポ
イ
ン
ト
①　
《
水
切
り
》

ポ
イ
ン
ト
②　
《
資
源
物
》

５
３０

まなから清 ち特集

■リサイクルステーションの整備
資源の有効利用とごみの減量化を図り、資源循
環型社会を構築するため、リサイクルステー
ションの新規設置と増設を進めていきます。

■廃食用油の回収
使用した廃食用油 ( 天ぷら油 ) の回収をしてい
ます。収集した廃食用油 ( 天ぷら油）は、配合
飼料等として利用されます。

■生ごみ処理機購入補助
市内に住所を有している方を対象に、ボカシ容
器、コンポスト容器、電動式生ごみ処理機等の
購入に関わる助成をしています。

■資源ごみ団体回収報奨制度
ＰＴＡ、育成会、自治会等において、自主的に
資源ごみの集団回収活動が行われており、市で
は、資源物の回収を行った団体に報奨金を交付
しています。

■ゴミのガイドブック作成
細かく分類されたごみの出し方等を、市民の皆
さんに説明するために発行しました。

POINTごみ出しのポイント

日頃の心がけにより、ごみの焼却費用を減らし、その費用を貴重な財源に生かせるようご協力をお願いします。

ミックス紙、広告類、
牛乳パック、ペット
ボトル、白色トレイ、
その他プラなど
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　　　　みんなの声をご紹介
「私たちこんなことしてます！」Voice

　　食べきれるだけの料理を作る
ようにしています。野菜も捨て
るところがないようにして、生
ごみが出たときはコンポストを
利用し、枯草や落ち葉は灰にし
て趣味の畑の肥料として使って
います。

井上 聰子さん

　　着物や使わなくなった洋服
を、もう一度生まれ変わらせ
ては、普段着として再利用し
ています。ボランティア団体

「つみくさ会」でも巾着や手提
げ袋などを作り各種イベント
で販売しています。

中村 奈津美さん ( 左 ) 丸田 彩さん ( 右 )
　　普段の買い物は、食べきれるだけの食材を買うようにして、

賞味期限切れがでないようにしています。ほかにもマイバッ
グを持ち歩いて、不要なレジ袋はもらわないように心がけて
います。

原 正美さん

特
集　
清
ら
か
な
ま
ち　
終

未
来

き
れ
い
な
ま
ち
を

　
未
来
の
甲
州
市
が
き
れ
い
な
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
家
庭
ご
み
の
排
出
量
を
今
よ
り
少
し
で
も
減
ら
す
こ

と
が
大
切
で
す
。ご
み
減
量
化
の
ヒ
ン
ト
を
つ
か
む
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

to
p
ic
5

　

家
庭
や
地
域
の
ご
み
を
で
き
る
限
り
資
源
と
し
て
捉
え
、
豊
か
な
自
然
に

負
荷
を
か
け
な
い
日
々
を
重
ね
る
こ
と
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
築
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
山
を
駆
け
、
川
で
遊
び
、
き
れ
い
な
空
気
を
す
う
ー
っ

と
吸
い
込
む
と
思
わ
ず
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は「
豊
か
な
自
然　

歴
史
と
文
化
に
彩
ら
れ
た
果
樹
園
交
流
の
ま
ち
」

を
目
指
す
甲
州
市
の
風
景
で
す
。こ
の
素
敵
な
風
景
を
未
来
に
繋
ぐ
た
め
に
、

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
買
い
物
の
時
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
っ

た
り
、
キ
ッ
チ
ン
で
出
た
生
ご
み
の
水
を
切
っ
た
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏
を

メ
モ
帳
に
し
た
り
、
ど
ん
な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
環
境
へ
の
想
い
と
小
さ
な
行
動
で
描
く
こ
と
が
で
き
る
未
来
が

あ
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
政
策
課　

廃
棄
物
対
策
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
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‐
２
１
１
１
（
内
２
４
１
・
２
４
２
）
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公
共
施
設
等
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題

　
市
が
保
有
し
て
い
る
公
共
施
設
等
を
す
べ
て
維

持
し
て
い
く
と
仮
定
し
た
財
源
推
計
で
は
、
本
計

画
期
間
内
に
２
２
３
億
円（
年
平
均
７
．
４
億
円
）

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
不
足
額
を
公
共
施
設
の
縮
減
の
み
で
解
消

す
る
と
な
る
と
、
現
在
あ
る
公
共
施
設
の
延
べ
床

面
積
か
ら
約
６
２
，
０
０
０
㎡
、
全
体
の
３
２
．

６
％
を
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な

り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
公
共
施
設
の
適
正
配
置
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

次世代に大きな負担を残さないために・・・

　
公
共
施
設
や
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化

対
策
と
維
持
管
理
に
関
わ
る
財
政
負
担
が

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
減
少
の
影
響
で
、
税
収
が
伸
び
悩

む
一
方
、
社
会
福
祉
に
関
わ
る
経
費
は
増

加
し
、
今
あ
る
施
設
を
そ
の
ま
ま
維
持
し

続
け
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す
。
施
設

の
更
新
・
統
廃
合
・
長
寿
命
化
な
ど
を
計

画
的
に
行
う
こ
と
で
次
世
代
へ
の
負
担
を

軽
減
し
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
で
き
る
よ
う
「
甲
州

市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
市
が
保
有
す
る
公
共
建

築
物
に
限
ら
ず
、
道
路
や
上
下
水
道
な
ど

公
共
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
含
め
た
す
べ
て
を

対
象
と
し
、
計
画
期
間
は
平
成
29
年
度
か

ら
58
年
度
ま
で
の
30
年
間
で
す
。

　
市
の
人
口
は
、
平
成
17
年
の
合
併
以
降
、
減
少

し
続
け
て
お
り
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
デ
ー
タ
を
基
と
し
た
将
来
の
人
口
推
計
で

は
、
平
成
58
年
に
は
、
２
０
，
９
１
８
人
に
な
る

と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
区
分
別
の
割
合

も
、
年
少
人
口
及
び
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
す
る

一
方
で
、
老
齢
人
口
は
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
人
口
構
造
が
変
化
し
て
い
く
な
か
で
、

時
代
の
変
化
に
即
し
た
適
正
な
公
共
施
設
等
の
あ

り
方
も
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

施
設
等
の
老
朽
化

　
市
所
有
の
建
物
の
延
べ
床
面
積
は
約
１
９
５
，

０
０
０
㎡
で
、
人
口
規
模
の
類
似
し
た
他
自
治
体

と
比
較
す
る
と
、
施
設
規
模
や
整
備
時
期
が
似

通
っ
た
施
設
を
多
く
所
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

ち
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
建
物

の
占
め
る
延
べ
床
面
積
の
割
合
は
、
約
４
割
に
及

ん
で
い
ま
す
。
今
後
、
順
次
更
新
時
期
を
迎
え
る

な
か
で
、
利
用
者
が
安
心
し
て
公
共
施
設
を
利
用

で
き
る
よ
う
、
安
全
確
保
も
課
題
と
な
り
ま
す
。

人
口
構
造
の
変
化

更
新
費
用
の
増
大

財
源
不
足

公共施設等
総合管理計画
策
定

　
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
等
の
今
後
40
年
間

の
維
持
、
更
新
費
用
を
試
算
す
る
と
、
そ
の
額

は
約
１
，
５
３
６
．
５
億
円
、
平
均
費
用
は
年
間

約
３
８
．
４
億
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
い
か
に
毎
年
の
維
持
更
新
の
費
用
を
縮

減
し
、
年
度
ご
と
の
費
用
の
平
準
化
を
図
り
な
が

ら
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
く
か
が
問
わ
れ

ま
す
。

経
営
基
盤
の
強
化

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
は
、
清
潔
で
安
心
安
全
な
施

設
の
維
持
、
お
も
て
な
し
と
サ
ー
ビ
ス
、
持
続
可

能
な
運
営
、
地
域
へ
の
貢
献
と
い
う
視
点
を
重
視

し
、
施
設
の
老
朽
化
な
ど
現
状
の
課
題
を
勘
案
す

る
と
と
も
に
、数
値
目
標
を
具
体
的
に
示
す
投
資・

財
政
計
画
な
ど
、
目
指
す
姿
の
「
見
え
る
化
」
を

図
っ
た
甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
事
業
経
営
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
経
営
戦
略
は
、
平
成
29

年
度
か
ら
平
成
38
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
、
事

業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
定
期
的
に
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
経
営
戦
略
は
、
甲

州
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
基
本
的
な
考
え
方

　
こ
の
経
営
戦
略
は
、
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
が
将
来

に
わ
た
り
、
安
定
的
に
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た

め
の
中
長
期
的
な
経
営
の
基
本
計
画
で
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
「
投
資
・
財
政
計
画
」
は
、
施
設
設

備
に
関
す
る
投
資
の
見
通
し
を
試
算
し
た
計
画

と
、
財
源
の
見
通
し
を
試
算
し
た
計
画
を
構
成
要

素
と
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
計
画

　
施
設
・
設
備
の
規
模
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
、

施
設
の
老
朽
化
・
劣
化
状
況
や
、
今
後
の
使
用
可

能
年
数
等
を
考
慮
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
必
要
な
施
設
・
設
備
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
投
資
の
優
先
順
位
付
け
を
行

う
と
と
も
に
、
投
資
時
期
が
平
準
化
さ
れ
る
よ
う

に
留
意
し
、
投
資
額
を
試
算
し
ま
す
。

●
財
政
計
画

　
現
在
の
財
務
状
況
の
把
握
・
分
析
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
将
来
の
財
源
を
試
算
し
ま
す
。
そ
の
試

算
を
基
に
、
今
後
の
施
設
の
老
朽
化
等
に
対
応
す

甲
州
市
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘

経
営
戦
略
を
策
定
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●公共施設等の管理に関する基本方針●
①今後３０年間で縮減面積 62,000㎡を目標とする
②原則、新規施設を建設しない
③予防保全型の維持管理を推進する
④周辺自治体と施設の広域化・複合化・統廃合の推進
⑤民間活力や市民協働を積極的に採用
⑥市民や利用者の安全を最優先に対応

◆
お
問
い
合
わ
せ
先　
財
務
経
営
課　
行
政
経
営
担
当　
☎
32-

５
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公
共
施
設
等
を
取
り
巻
く
課
題
に
対
し
、
市
が
講
じ
る
対

応
の
基
本
方
針
を
定
め
、
持
続
可
能
な
公
共
施
設
サ
ー
ビ
ス

の
実
現
に
向
け
、
最
適
な
公
共
施
設
等
の
管
理
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
施
設
ご
と
の
点
検
や
診
断
、
維
持
管
理
・
修

繕
等
に
係
る
実
施
方
針
を
定
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
施
設
の
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

公共施設等（公共施設とインフラ）の更新等費用試算

　本計画を推進していくため、今後、より具体的な施設類型別の個別計画を策定
し、効率的な施設運営を行うとともに、市役所内における公共施設等に関する情
報を一元管理できる組織体制を整備し、取り組みを進めていきます。
　また、計画の進捗状況を定期的に評価し、必要に応じた計画の改訂を行います。
計画の見直しや個別計画の策定などの際は、市民の皆さんや市議会に対し説明し
ご理解を得ながら情報共有を図ることとします。

※甲州市公共施設等総合管理計画の全文は、市のホームページをご覧ください。

課
題
解
決
に
向
け
た
基
本
方
針

計画の推進に向けて

る
た
め
の
幅
広
い
財
源
の
検
討
な
ど
、
良
好
な
経

営
が
継
続
で
き
る
よ
う
計
画
を
作
成
し
ま
す
。 

●
収
支
均
衡
の
チ
ェ
ッ
ク

　
投
資
・
財
政
計
画
の
作
成
後
、
収
支
均
衡
が
図

ら
れ
て
い
る
か
を
確
か
め
ま
す
。
計
画
期
間
中
に

収
支
均
衡
が
図
ら
れ
て
い
な
い
場
合
、
収
支
均
衡

を
図
る
た
め
の
方
向
性
を
示
し
ま
す
。

※
収
支
均
衡
と
は
…
純
損
益
が
計
画
期
間
内
で
黒

字
と
な
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
ま
た
、
純
損
益
に

赤
字
が
発
生
し
て
い
る
場
合
の
当
該
赤
字
部
分
を

「
収
支
ギ
ャ
ッ
プ
」
と
言
い
ま
す
。

■
経
営
の
基
本
方
針

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
は
、
施
設
開
設
か
ら
40
年
、

こ
れ
ま
で
も
地
域
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま

し
た
。
今
後
も
「
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
」
を
中
心
と

し
た
甲
州
市
ブ
ラ
ン
ド
を
国
内
外
へ
と
情
報
を
発

信
し
て
い
く
「
地
域
活
性
化
の
重
要
な
柱
」
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
本
経
営
戦
略
で
は
、

次
の
基
本
方
針
を
定
め
ま
し
た
。

①
地
域
の
特
産
で
あ
る
ぶ
ど
う
と
ワ
イ
ン
に
関
連

　
し
た
営
業
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

②
地
元
産
の
食
材
を
活
用
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
し

　
か
味
わ
え
な
い
料
理
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

　
す
。

③
商
品
の
販
売
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
情
報
を
地
元

　
産
業
に
還
元
し
ま
す
。

④
温
泉
、
食
、
ワ
イ
ン
を
通
じ
て
自
然
の
中
で
の

　
交
流
・
滞
在
型
観
光
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
修
繕
・
投
資
計
画
を
作
成
し
計
画
的
な
施
設
の

　
改
修
を
図
り
な
が
ら
、
改
修
資
金
の
調
達
方
法

　
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘
で
は
、
本
経
営
戦
略
を
推
進

し
、
国
や
県
、
市
の
財
源
に
頼
ら
な
い
体
制
の
整

備
を
進
め
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的
に
継
続

で
き
る
運
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
甲
州
市
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

 　
勝
沼
ぶ
ど
う
の
丘　
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間食 (15 ～ 16 時 )
この時間は１日の中で
最も脂肪がたまりにく
い時間です。
片手の手のひ
らに乗る量が
目安です。

朝が早くて食べる時間のない方は、
サンドイッチでもいいので何か口に
して活動しましょう。
10 時頃におなかがすいてきた場合
は、菓子パンやお菓子ではなく、お
にぎりにしましょう。

　新年度が始まって１ヶ月が経ち、疲れが出やすく、体調を崩しやすい時期です。
この時期をしっかり乗りきるために、大切なことは生活リズムを整えることです。

“食事の回数や時間”“寝る時間や起きる時間”といった生活リズムは身体の健康と密
接に関わっています。
　疲れを取って、健康に過ごすために、改めてご自身の生活を見直してみましょう !!

◆健康的な身体を作るためには、こんな食生活がおすすめです！

朝食をとるだけで健康に !!
　「体重も増えるし、疲れも取れない」と健康相談に来た方がいまし
た。その方は朝食をとらない方であったため、朝おにぎりを食べる
ようにしただけで、１ヶ月で「体重が落ち、疲れにくくなった」と
喜びの報告をくださいました。
　太るから、食欲がないからと食事を抜くのではなく、朝・昼・夕
と身体にエネルギーが必要な時間に、適正量をバランスよくしっか
り食べることで疲れにくく、太りにくい身体作りができます。
　甲州市では保健師や栄養士による「健康相談」を行なっています。
日々の生活の中で何をどのように工夫し、生活を整えればいいかア
ドバイスすることもできます。ぜひ、お気軽に『国保年金課保健事
業担当』へご連絡ください。

間食
午前中の間食は脂肪に変わり
やすいため、甘いお菓子など
は控えましょう。

昼食
昼は活動時間帯のため、
定食のような品数が多い
ものをバランスよく、しっ
かり食べましょう。

朝食
朝食は１日の身体を動かす
源です！朝食を抜くと肥満
の原因にもなります。

22 時以降の飲食は脂肪がたまりやす
いため、それまでには済ませましょう。

国保いきいきライフ通信

元気の源は生活リズムから !

生活を整えるだけで健康に!!

平成２９年２月の医療費
医療費全体 ２億７，５４６万円
（前年同月比 △３，７８０万円）
１人当たり医療費 ２８，３２２円
（前年同月比 △２，２５５円）

［国保連　診療報酬請求額基準］

◆お問い合わせ先
　国保年金課　保健事業担当
　☎３４ ‐ ５４３６

保健師コラム

夕食
葉物野菜や
緑黄色野菜
中心の夕食にするこ
とで、サラサラ血液
をつくります。

０時

６時

８時

１２時

１５時

１８時
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◆お問い合わせ　収納課　管理担当　☎３２－２１１１（内１７３）

◆甲州市からは領収書の発行はしませんので、納税通知書とカード会社が発行する利用明細書などにて
　ご確認ください。 
◆車検などで納税証明書の発行をお急ぎの方は、クレジットカード以外の支払い方法をご利用ください。
◆市役所、金融機関の窓口やコンビニエンスストア店頭では、クレジットカードによる支払はできません。
◆口座振替をご利用の方は、クレジットカードでの納付はできません。
◆クレジットカードによる納付は、納付書 1 枚ごとに全額納税義務者負担の決済手数料が必要となります。

誤って納付された場合でも決済手数料は、お返しできません。
◆納付書の確認番号が記入されていないもの、二重線で消されているものについては、クレジットカード

での納付はできません。
◆クレジットカードでの納付は登録型ではありませんので、納付書 1 枚ごとに毎回納付手続きが必要です。

口座振替のように一度登録すれば納期ごとに自動的に決済される継続払い方式ではありません。
◆納期限を過ぎた場合は、クレジットカードでの納付はできません。
◆別途、通信料がかかります。

ご　
注　
意

インターネットから 24時間手続きができる！

クレジットカードでも
市税等の納付ができます

●ご利用いただける方
　固定資産税、軽自動車税については 5 月上旬に、市・県民税については 6 月上旬に、国民健康保険税

については 7 月上旬に送付する納税通知書に納付書が添付されている方となります。

●ご利用方法
　お支払いはとても簡単 !  画面の指示に従って、情報の入力と確認を行えば手続きは完了します。
パソコンから　▼アクセス方法
ＵＲＬを直接入力 URL http://koukin.yahoo.co.jp/ Yahoo! JAPAN で「ヤフー公金支払い」と検索

携帯電話から　▼アクセス方法
ＵＲＬを直接入力 URL http://koukin.mobile.yahoo.co.jp/

●決済手数料
　納付書１枚ごとに全額納税

義務者負担の決済手数料が
必要となります。

◦市 ･ 県民税（普通徴収）　　◦固定資産税
◦軽自動車税　　◦国民健康保険税（普通徴収）

対象
税目

ご準備
いただ
くもの

納付書
パソコンまたは携帯電話ご利用可能なクレジットカード

上記のブランドロゴが入ったカードがご利用いただけます

ＱＲコードを取り込む
カメラ付き携帯電話で
QR コードを取り込む

納付金額 決済手数料

〜 10,000 円 108 円（税込み）

〜 20,000 円 216 円（税込み）

〜 30,000 円 324 円（税込み）

〜 40,000 円 432 円（税込み）

以降 10,000 円増えるごとに 108 円（税込み）ずつ加算
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威風堂々たる甲冑をまとい
武田四郎勝頼隊出陣！
　４月８日、第４６回信玄公祭りが開催され、
武田家の聖地甲州市から、大和中学校と松里
中学校の生徒で結成した「武田四郎勝頼隊」
が出陣しました。
　戦国絵巻さながらの雰囲気に包まれる中、
女子生徒による清らかな巫女の舞と、凛々し
く堂々とした勝頼隊は、会場に集結した武田
家のどの隊よりもひと際、輝きを放っていま
した。

信玄公を偲び
巫女の舞を奉納
　４月１２日、満開の桜のもと、武田信玄公の菩提
寺である恵林寺で「信玄公忌」が行われました。当
日は、信玄公のお墓が開放され、多くの方が参拝さ
れました。
　また、松里中学校２年生の女子生徒が、巫女の舞
を奉納するなど、甲斐の国を築き上げた武田信玄公
を偲びました。
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重伝建地区　上条集落
祭り開催
　3月３０日、４月２日、重伝建地区上条集落では、
金井加里神社と福蔵院で祭りが行われました。
　金井加里神社では、大人神輿と子供神輿が地域を
練り歩き、地域住民が集まる広場では、おぶっく (神
前に挙げられたお供え）が配られました。
　また、福蔵院では、稚児行列や子供たちの無病息
災と健やかに育つことを祈願した護摩法要が行われ
ました。

かつぬまワインクラブ
第３０期春の出庫祭
　４月８日、甲州市勝沼ぶどうの丘では、昨年度申
し込みをいただいていたオーナーのワインが出来上
がり、第３０期春の出庫祭を開催しました。
　オーナー３１組１２６名が参加し、契約したワイ
ンメーカーの見学後、ぶどうの丘では、オリジナル
ワインの引き渡し式やワイナリー農家関係者とレセ
プションパーティーを行い、大いに盛り上がりまし
た。

塩ノ山ワインフェス
　4月 15 日、塩山地区のワイナリーでつくる塩山
ワインクラブと一般社団法人ワインツーリズムは、
甲州市中央防災広場・塩むすびで「塩ノ山ワイン
フェス」を初めて開催しました。会場には県内外
から多くの方が訪れ、ワインクラブに加盟するワ
イナリー７社のワインを飲み比べ、バンドのライ
ブ演奏を聴きながら、ワイナリー関係者との会話
を楽しみました。

安全を祈り
大菩薩山開き
　4月 13日、市観光協会と大菩薩観光協会は、雲
峰寺で、大菩薩山開き「介山祭」を行いました。
　この介山祭は、長編時代小説の作家・中里介山の
冥福を祈るとともに、登山者の安全を祈願して昭和
31年から行われています。
　市観光協会の保坂会長は、「大菩薩を安全に、満
喫してもらいたい」とあいさつし、尺八の演奏を奉
納後、参加者約 50名が焼香をしました。
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ナ
ン
バ
ー
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ー
ド
の
交
付

市
役
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に
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越
し
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
出
来
上
が
っ

た
ら
・
・
・

①
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か
ら
「
交
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま

す
。

②
次
の
書
類
を
準
備
し
、
来
庁
し
て
く
だ

さ
い
。
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交
付
通
知
書

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
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２
点
）

・
住
基
カ
ー
ド
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お
持
ち
の
方
の
み
）

※
交
付
通
知
書
に
は
混
雑
緩
和
の
た
め
の

交
付
日
の
期
限
の
記
載
が
あ
り
ま
す

が
、
期
限
を
過
ぎ
て
も
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
に
よ
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受
け
取
り
は
、
申
請
者

本
人
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来
庁
出
来
な
い
事
を
証
明
す
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料
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病
院
等
の
診
断
書
、
障
害
者
手

帳
、
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
資
料
等
）
や
、
申
請
者
本
人

及
び
代
理
人
の
顔
写
真
付
の
公
的
な
身

分
証
明
書
が
必
ず
１
点
以
上
必
要
で

す
。
ま
た
、
15
歳
未
満
の
方
や
成
年
被

後
見
人
の
方
も
、
原
則
、
法
定
代
理
人

の
方
と
と
も
に
来
庁
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
代
理
人
に
よ
る
受
け

取
り
は
、
仕
事
多
忙
な
ど
の
理
由
で
は

受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
交
付
窓
口
が
混
雑
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

　

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～

１
０
５
）

通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
申
請
・
交
付
を
ご
希
望
の
方
へ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
関
連
の
延
長
窓
口
は
３

月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。
通
知

カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
お
よ
び
交
付
は
、
引
き
続
き
行
っ
て

お
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
市
民
課

窓
口
開
庁
時
間
（
午
前
８
時
15
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
課　
住
民
記
録
・
戸
籍
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
０
２
～

１
０
５
）

税
務
課
資
産
税
担
当

か
ら
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

自
己
の
所
有
す
る
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
が
適
正
か
ど
う
か
を
縦
覧
帳
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
市
内
の
他
の
土
地
・
家

屋
の
評
価
額
と
比
較
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
縦
覧
帳
簿
記
載
内
容

　
土
地
の
地
番
・
地
積
・
価
格
等
、
家
屋
の

所
在
・
家
屋
番
号
・
床
面
積
・
価
格
等

●
縦
覧
期
間　
５
月
31
日
（
水
）
ま
で

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
除
く
。

●
縦
覧
場
所

　
本
庁
舎　
税
務
課　
資
産
税
担
当

　
勝
沼
支
所　
大
和
支
所

●
縦
覧
で
き
る
方

　
市
内
に
所
在
す
る
固
定
資
産
に
対
し
て

課
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者

（
相
続
人
含
む
）
と
そ
の
同
居
家
族
及

び
納
税
管
理
人
並
び
に
委
任
状
の
あ
る

代
理
の
方

※
固
定
資
産
を
所
有
さ
れ
て
な
い
方
は
縦

覧
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
土
地
の
み
所

有
の
方
は
家
屋
の
、
家
屋
の
み
所
有
の

方
は
土
地
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
本
人
確
認
で
き
る
書
類

　
（
運
転
免
許
証
な
ど
）、
印
鑑
、
相
続
人

の
方
は
「
戸
籍
謄
本
」
代
理
人
の
方
は

「
委
任
状
」

固
定
資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

区
や
組
、
自
治
会
な
ど
が
管
理
運
営

し
、
公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
固
定
資

産（
集
会
所
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
減
免
の
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
固
定

資
産
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
等
は
、

納
期
限
の
７
日
前
ま
で
に
減
免
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
年
度
の

納
期
限
未
到
来
分
に
つ
い
て
減
免
と
な

り
ま
す
。

問
税
務
課　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１
（
内
１
８
２・１
８
３
）

　
勝
沼
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
地
域
振
興
担
当

　
☎
48
‐
２
１
１
１

行
政
相
談
委
員
の
委
嘱

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、
雨
宮
修

さ
ん
（
塩
山
）、深
澤
告
さ
ん
（
勝
沼
）、

手
塚
か
よ
子
さ
ん
（
大
和
）
が
、
総
務

大
臣
よ
り
甲
州
市
担
当
の
行
政
相
談
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
行
政
相
談
を

開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

６
月
１
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す

○
特
設
人
権
相
談
所
開
設
○

６
月
１
日
（
木
）

午
前
10
時
～
午
後
３
時

恩
賜
林
記
念
会
館　
　
２
階
和
室

　
勝
沼
防
災
セ
ン
タ
ー　
２
階
会
議
室
Ａ

　
大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
２
階
研
修
室
３

●
相
談
員　
人
権
擁
護
委
員

い
じ
め
、
親
族
間
ト
ラ
ブ
ル
、
差
別
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
、
児
童
虐
待
、
ス

ト
ー
カ
ー
な
ど
人
権
に
関
わ
る
相
談
等

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

お知らせ保険・税健康介護・福祉講座・募集イベント
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

豪華寝台列車
TRAIN SUITE
四季島

協定締結
峡東３市× JR 東日本

運行開始
　市では、山梨県唯一の停車駅として、塩山駅において歓迎の演出
を行い、おもてなしの心をもってお出迎えをします。
　日程や運行時間は次の通りです。TRAIN SUITE 四季島の運行を
ご覧になってみてはいかがでしょうか。
●運行日程 ( １泊２日）１日目

９：２０ １１：５０～１６：２７ ２０：４０～２１：３０
上野駅発 塩山駅下車（観光） 姨捨駅

※午前１１時５０分に塩山駅に到着後、午後４時１０分に出発の間、
　列車は甲府駅に停車しています。
運行期間　５/ ６～１１/ ２５
※５/ １３、５/ ２７、７/ ８、８/ １９を除く毎週土曜日
問観光交流課　企画・宣伝担当　☎３２‐２１１１（内２９１・２９２）

５．６（土）

　４月７日、峡東３市（甲州市、山梨市、笛吹市）とＪＲ東日
本八王子支社は、地域活性化推進に関わる協定書を結びました。
　この協定書は、「TRAIN SUITE 四季島」の運行を契機に一層
の連携強化を図るために結ばれたもので、田辺市長は、「地域資
源を生かして、滞在型の観光を推進していきたい」と話しました。

峡東地域の果樹農業システム
日本農業遺産  認定
　峡東 3 市（甲州市、山梨市、笛吹市）では、山梨県やＪＡ
など峡東地域の農業に関わる各種団体等とともに「峡東地域世
界農業遺産推進協議会」を設立し、農業遺産への認定実現に向
けて活動してまいりました。
　この度、本協議会が申請した「盆地に適応した山梨の複合的
果樹システム」が第 1 回の日本農業遺産に認定され、4 月 19
日には、農林水産省講堂において、日本農業遺産認定証が山本
農林水産大臣から田辺篤会長に手渡されました。
　これまで取り組んでこられた関係者のご努力に敬意を表する
とともに、ご支援をいただいた皆様に心から感謝申し上げます。
　峡東３市及び山梨県では、峡東地域の持つ独な果樹農業や、
かけがえのない美しい景観を維持していくための活動を今後も
推進してまいります。
◆お問い合わせ先
　峡東地域世界農業遺産推進協議会事務局（産業振興課内）
　☎３２ ‐ ５０９２
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健
康
診
断
希
望
調
査

生
活
習
慣
病
や
が
ん
の
早
期
発
見
及
び

早
期
治
療
へ
繋
げ
る
た
め
に
、
健
康
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
健
康
診
断
実

施
に
あ
た
り
、
各
地
区
の
保
健
環
境
委

員
と
の
協
働
に
よ
り
、
健
康
診
断
希
望

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

●
調
査
票
を
送
付
し
ま
す

　
５
月
10
日
頃
に
「
平
成
29
年
度　
甲
州

市
健
康
診
断　
希
望
調
査
票
」
を
各
世

帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

　
同
一
世
帯
の
20
歳
以
上
の
ご
家
族
に
つ

い
て
、
総
合
健
診
や
各
種
が
ん
検
診
等

の
受
診
希
望
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。
記
入
し
た
調
査
票
は
各
地
区
の

保
健
環
境
推
進
員
に
５
月
25
日
（
木
）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
組
に

入
っ
て
い
な
い
方
は
直
接
市
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。）

※
保
健
環
境
推
進
員
は
、
各
組
単
位
に
１

名
お
り
、
組
長
が
兼
ね
て
い
る
地
区
も

あ
り
ま
す
。

※
健
診
日
程
や
内
容
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

希
望
調
査
票
に
同
封
さ
れ
て
い
る
『
健

康
カ
レ
ン
ダ
ー
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課　
健
康
企
画
・
医
療
担
当

　
☎
32
‐
５
０
１
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

～
特
別
弔
慰
金
（
第
十
回
）
の

　
請
求
は
お
済
み
で
す
か
？
～

●
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ

る
弔
慰
金
の
受
給
権
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄

弟
姉
妹

※
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が

入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
３
親
等
内

の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

●
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

●
請
求
期
間

　
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
特
別
弔
慰
金
の
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

●
請
求
窓
口

　
甲
州
市
役
所　
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
勝
沼
支
所　
市
民
福
祉
担
当

　
大
和
支
所　
市
民
福
祉
担
当

問
福
祉
課　
地
域
福
祉
担
当

　
☎
32
‐
５
０
２
７

　
山
梨
県　
国
保
援
護
課
援
護
恩
給
担
当

　
☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
４
５
４

国
民
年
金

特
定
期
間
・
特
例
追
納
制
度

●
特
定
期
間
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保
険
者
が
、
配

偶
者
（
第
２
号
被
保
険
者
）
の
退
職
や

ご
本
人
の
収
入
が
増
加
し
た
こ
と
等
に

よ
っ
て
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
に
は
、

第
１
号
被
保
険
者
へ
の
切
替
手
続
き
が

必
要
で
す
。

　
こ
の
切
替
手
続
き
が
２
年
以
上
遅
れ
、

時
効
に
よ
り
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納

付
で
き
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
、

届
出
に
よ
り
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に

算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
年
金
を
受
け

と
れ
な
い
事
態
を
防
止
で
き
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。（
た
だ
し
、
年
金
額
に
は

反
映
し
ま
せ
ん
。）

●
特
例
追
納
に
つ
い
て

　
届
出
に
よ
り
特
定
期
間
と
さ
れ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年

間
、特
定
保
険
料
を
納
付
（
特
例
追
納
）

す
る
こ
と
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
既
に
年

金
を
受
け
と
っ
て
い
る
方
は
、
特
例
追

納
を
し
て
も
年
金
額
が
増
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

【
特
例
追
納
の
対
象
期
間
】

・
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
未
満
の
方

　
→
承
認
が
あ
っ
た
月
前
10
年
以
内
の
期

間
・
特
例
追
納
す
る
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

　
→
50
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間

※
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ

ル
ま
た
は
甲
府
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４
（
ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け

に
な
る
場
合
は
０
３
‐
６
６
３
０
‐

２
５
２
５

・
月
～
金
曜
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

７
時

・
第
２
土
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月

29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
せ
ん
。

問
日
本
年
金
機
構　
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
３
１（
代
）

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分平
成
29
年
度
交
通
災
害
共
済

家
族
で
加
入
し
ま
し
ょ
う

こ
の
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が
交

通
災
害
に
あ
っ
た
場
合
に
被
害
の
程
度

に
よ
っ
て
見
舞
金
を
お
支
払
い
す
る
相

互
救
済
の
制
度
で
す
。
掛
金
は
ひ
と
り

年
間
５
０
０
円
で
共
済
期
間
は
平
成
29

年
４
月
１
日
（
中
途
加
入
の
場
合
は
、

そ
の
翌
日
）
か
ら
平
成
30
年
３
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
甲
州
市
に
住
所
を
有
し
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
、
ど
な

た
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
　
　
　
　
　
☎
32
‐
５
０
６
８

　
勝
沼
支
所　
☎
44
‐
１
１
１
１

　
大
和
支
所　
☎
48
‐
２
１
１
１

お知らせ保険・税健康介護・福祉講座・募集イベント
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

【定期接種】成人用肺炎球菌予防接種今年度の対象者
○平成２６年１０月１日から成人用肺炎球菌の定期接種が開始されています。この制度では、今までに

成人用肺炎球菌の予防接種をしたことがない方を対象に平成３０年度までの間に１人１回、定期接種
の機会を設けています。今年度対象年齢となる方のうち、市で接種済であることを確認できていない
方については、予診票等を送付させていただいております。

○肺炎は、日本人の死因の第３位となっており、成人の肺炎のうち約１／４～１／３は肺炎球菌が原因
と考えられています。肺炎球菌の予防接種をすることにより、肺炎の原因となる８０％以上の肺炎球
菌に効果があるとされています。接種を希望される方は、まずはかかりつけ医にご相談ください。

○平成２９年度は以下の方が定期接種の対象となります。
１．経過措置の対象となる方（左表）
２．６０歳から６５歳未満の方で、心臓、腎臓、

呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が
極度に制限される程度の障害やヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に日常生活がほと
んど不可能な程度の障害がある方
※平成２６年１０月１日より前に自費で接種し
たことがある方は、定期接種の対象から除き
ます。

○定期接種の対象となる方には、接種費用のう
ち４，０００円を助成しております。

対象者の方で接種を希望される方は、平成３０
年３月３１日までに接種したものが助成の対
象となりますので機会を逃さないようご注意
ください。

○今までに成人用肺炎球菌の予防接種をしたことがない方のうち、年度末に７６歳以上となる定期接種
の対象年齢以外の方にも助成を行っております。健康増進課の窓口でお申込みができます。こちらの
事業は今年度末で終了となりますので、希望される方はお早めにお申込みください。

◆お問い合わせ先　健康増進課　健康企画・医療担当　☎３２ ‐ ５０１４

６５歳 昭和２７年４月２日生～昭和２８年４月１日生

７０歳 昭和２２年４月２日生～昭和２３年４月１日生

７５歳 昭和１７年４月２日生～昭和１８年４月１日生

８０歳 昭和１２年４月２日生～昭和１３年４月１日生

８５歳 昭和 ７年４月２日生～昭和 ８年４月１日生

９０歳 昭和 ２年４月２日生～昭和 ３年４月１日生

９５歳 大正１１年４月２日生～大正１２年４月１日生

１００歳 大正 ６年４月２日生～大正 ７年４月１日生

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲州市消防団
新役員紹介

地域の安全と安心のために 　甲州市消防団は４月９日、甲州市民文化会館で辞令
交付式を行いました。新たに４０名が入団し、甲州市
消防団の団員は９２４名となりました。三森消防団長
のもと、消防団は防火防災活動に全力を尽くします。
問総務課　行政・防災担当　☎３２ ‐ ５０４２

本団
団　長　　三森　一広
副団長　　古屋　二三夫
副団長　　小室　治久
副団長　　荻原　正人

塩山分団
分団長　　樋口　慶太
副分団長　廣瀬　純一
第１部　　井上　拡樹
第２部　　武藤　嘉昭
第３部　　廣瀬　敦史
第４部　　楠　　祥吾
第５部　　若杉　直人
奥野田分団
分団長　　丸山　元樹
副分団長　芦澤　　勇
第１部　　木下　優人
第２部　　荻原　貴博

松里分団
分団長　　岡部　順一
副分団長　神谷　智一
第１部　　田邉　朋之
第２部　　池田　　司
第３部　　羽村　俊仁
第４部　　岡部　拓也
第５部　　晦日　浩二
玉宮分団
分団長　　久保　　亘
副分団長　中村　賢一
第１部　　雨宮　弘記
大藤分団
分団長　　三森　達也
副分団長　廣瀬　悦良
第１部　　岡　　富春
神金分団
分団長　　田邉　好樹
副分団長　松永　久忠
第１部　　小野　一仁

第２部　　岩波　祐次
第３部　　矢崎　　斉
第４部　　白川　光正
勝沼分団
分団長　　渡邊　　光
副分団長　三井　潤一
副分団長　海沼　正教
第１部　　柳場　和広
第２部　　西海　達彦
第５部　　野沢　良樹
第６部　　岩森　　俊
祝分団
分団長　　高野　　晃
副分団長　雨宮　秀樹
副分団長　高野　　淳
第1・2部　石原　秀紀
第3・4部　上野　　真
東雲分団
分団長　　岩佐　宣寿
副分団長　三澤　利生

第２部　　田本　勝行
第３部　　佐野　昌稔
第４部　　遠藤　由久
菱山分団
分団長　　佐藤　裕一
副分団長　三森　　亮
副分団長　飯塚　　浩
第１部　　若月　　孝
第２部　　鈴木　光将
第３部　　塩野　瑛己
第４部　　武藤　嘉夫
大和分団
分団長　　佐藤　和正
副分団長　手塚　公彦
第１部　　野澤　照季
第２部　　古屋 多加夫
第３部　　佐藤　慎也
第４部　　岸本　　晋
第８部　　平山　哲也
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お知らせ保険・税健康介護・福祉講座・募集イベント

毎
月
第
１･

第
３
火
曜
日
の
午
前
中

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
窓
口

５
月
16
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

※
毎
月
第
３
火
曜
日
開
設
予
定

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
事
務
所

　
（
市
役
所
地
下
１
階
）

　
☎
０
５
０
‐
８
０
０
２
‐
５
１
２
２

　
（
開
設
日
の
み
）

問
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
44
‐
２
６
１
２

無
料
法
律
相
談
【
要
予
約
】

５
月
15
日
（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
２
会
議
室

市
内
在
住
の
方

●
定
員　
６
名（
１
名
に
つ
き
30
分
以
内
）

※
５
月
８
日
（
月
）
か
ら
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

※
多
く
の
方
に
相
談
機
会
を
設
け
る
た

め
、
回
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
市
民
課
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

無
料
法
律
相
談
（
休
日
）

５
月
27
日
（
土
）

午
前
９
時
～
12
時
20
分　

甲
州
市
民
文
化
会
館　
２
階

　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
者

●
定
員
５
名
（
相
談
者
１
人
に
つ
き
40
分

以
内
）
※
完
全
予
約
制

※
５
月
８
日
（
月
）
午
前
８
時
30
分
か
ら

電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
無
料
法
律
相
談
事
務
局

　
☎
44
‐
２
６
１
２

合
同
相
談
【
予
約
不
要
・
無
料
】

５
月
11
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

市
役
所
本
庁
舎　
２
階　
第
１
会
議
室

市
内
在
住
の
方

行
政
、
人
権
、
家
庭
の
こ
と
で
お
悩
み

の
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

勝
沼
・
大
和
地
域
行
政
相
談

　
　
　
　
【
予
約
不
要
・
無
料
】

５
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

大
和
ふ
る
さ
と
会
館　
研
修
室
３

市
内
在
住
の
方

行
政
に
関
わ
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
市
民
課　
市
民
生
活
担
当

　
☎
32
‐
５
０
６
８

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

　
　
　
　
　
【
無
料
・
要
予
約
】

●
視
覚　
石
原
テ
ル 

氏 

☎
33
‐
２
４
８
９

●
聴
覚　
遠
藤
養
蔵 

氏 

ＦＡＸ
33
‐
９
１
９
２

●
肢
体　
羽
村
千
鶴 

氏
（
肢
体
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
☎
32
‐
１
２
２
４

　
　
　
　
中
村
安
孝 

氏
（
脳
原
性
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

☎
44
‐
２
２
４
０

●
知
的
障
害
児
保
護
者

　
　
　
田
中
美
津
江 

氏 

☎
32
‐
３
１
２
０

●
知
的　

　
　
　
雨
宮
さ
つ
き 

氏 

☎
32
‐
０
２
８
５

※
相
談
日
・
時
間
帯
に
つ
い
て
、
ま
た
来

所
で
き
な
い
方
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

障
害
者
陶
芸
教
室

５
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
～

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

●
定
員　
10
名
程
度

材
料
費
１
０
０
円

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７

「
こ
こ
ろ
の
専
門
相
談
」

【
要
予
約
】

〔
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談
〕

５
月
17
日
（
水
）

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

●
締
切
日　
５
月
10
日
（
水
）

〔
臨
床
発
達
心
理
士
に
よ
る
相
談
〕

介
護
者
の
会
『
四
つ
葉
の
会
』

例
会５

月
11
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
介
護
者
同
士
の
交

流
会

会
員
、
介
護
に
携
わ
っ
て
い
る
方
、
介

護
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方

甲
州
市
民
文
化
会
館　
第
１
会
議
室

●
申
込
方
法　
５
月
８
日
（
月
）
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
に
あ
た
り
、
交
通
手
段
に
お
困
り

の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

も
の
忘
れ
相
談

　
　
　
　
　
【
無
料
・
要
予
約
】

５
月
19
日
（
金
）

午
後
３
時
～

※
５
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市
役
所
本
庁
舎　
１
階
市
民
会
議
室
Ｂ

問
介
護
支
援
課　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
32
‐
５
６
０
０

障
害
者
生
活
支
援
相
談

　
　
　
　
　
【
無
料
・
要
予
約
】

水
曜
日
（
午
後
５
時
15
分
～
７
時
）

　
５
月
10
日
、
17
日
、
24
日
、
31
日

土
曜
日
（
午
後
１
時
～
午
後
４
時
）

　
５
月
６
日
、
13
日
、
20
日
、
27
日

問
福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５　
ＦＡＸ
33
‐
２
３
０
７
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男み
ん
な女
で
環わ

に
な
り
笑
顔
の
甲
州
市

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

◆
◆
◆
男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
し
て
◆
◆
◆

　
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指

数
（
２
０
１
６
年
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、日
本
は
１
４
４
カ
国
中
１
１
１
位
で
し
た
。

日
本
は
世
界
の
中
で
男
女
平
等
が
だ
い
ぶ
遅
れ
て
い
る
国
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
男
女
平
等

は
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
何
故
で
し
ょ
う
‥
‥

　
こ
の
指
数
は
、
経
済
、
教
育
、
政
治
、
保
健
の
４
つ
の
分
野
の
男
女
格
差
を
総
合
し
て
出
し
た

数
値
で
、
教
育
や
保
健
は
高
い
数
値
で
す
が
、
経
済
参
画
、
政
治
参
画
の
面
で
、
指
導
的
な
立
場

に
い
る
女
性
が
少
な
い
た
め
、
低
い
数
値
を
示
し
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
経
済
の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
、
男
女
平
等
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
国
際
社
会
の
あ
り
方

や
女
性
の
活
躍
が
世
界
の
常
識
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　認知症に関連した教室や相談窓口等を一冊にまとめたパンフレットについてご紹介
します。認知症を理解するための重要な情報がわかりやすく掲載されています。
■具体的には‥‥
　 ・認知症とはどのような病気か？
　 ・認知症を初め、介護予防のために活用できる各種教室
　 ・「おや？」と思ったときの相談先
　 ・認知症と診断された後の心がけ
　 ・地域での見守りや支え合いの大切さ
市民の皆さんにご活用いただけるように、
市役所介護支援課窓口（勝沼・大和支所窓口）
で配布しております。また、市公式ホームペ
ージにも掲載しています。ぜひ、ご自身やご
家族の暮らしにお役立てください。
◆お問い合わせ先　介護支援課　地域包括支援センター　☎３２ ‐ ５６００

みんなで知ろう! 認知症高齢者

助っ人
の

母
子
相
談
員
の
ご
紹
介

母
子
や
父
子
家
庭
世
帯
の
相
談
を
受
け

る
母
子
相
談
員
が
い
ま
す
。
相
談
員
は
、

対
象
世
帯
の
不
安
や
問
題
の
相
談
に
の

り
、
必
要
に
応
じ
て
国
や
県
で
行
っ
て

い
る
各
種
事
業
や
研
修
な
ど
の
紹
介
も

し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
を
育
て
る
う

え
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に

担
当
地
区
の
相
談
員
に
お
声
掛
け
く
だ

さ
い
。（
敬
称
略
、
任
期
：
平
成
30
年

３
月
31
日
ま
で
）

　
武
川　
昌
子
（
千
野
上・千
野
下・上
東
）

　
川
﨑　
照
子

　
　
　
　
（
町
屋
・
上
西
・
中
央
・
下
中
）

　
手
塚　
多
恵
子
（
下
西
・
下
塩
後
）

　
中
村　
ま
す
み

　
　
　
　
　
（
上
塩
後
・
上
塩
後
団
地
）

　
岩
下　
秀
子
（
下
東
・
赤
尾
・
下
萩
原
）

　
依
田　
敏
子
（
下
於
曽
東
・
下
於
曽
西
）

　
廣
瀬　
和
子
（
奥
野
田
全
域
）

　
田
村　
今
朝
美
（
玉
宮
全
域
）

　
田
邉　
紀
子

　
（
上
井
尻
・
三
日
市
場
上
・
三
日
市
場
下
）

　
向
山　
節
子
（
小
屋
敷・藤
木・下
柚
木
）

　
岩
波　
み
つ
江

　
（
下
切
・
上
切
下
・
上
切
上
・
裂
石
）

　
古
屋　
千
代
乃

　
（
上
小
田
原
・
下
小
田
原
・
一
ノ
瀬
高
橋
）

　
新
田　
幸
代
（
大
藤
全
域
）

　
田
口　
辰
子
（
勝
沼
全
域
）

　
吉
富　
久
子
（
祝
全
域
）

　
鮎
澤　
す
ゞ
子
（
東
雲
全
域
）

　
深
澤　
惠
子
（
菱
山
全
域
）

　
天
野　
雪
恵
（
大
和
全
域
）

問
子
育
て
支
援
課　
児
童
福
祉
担
当

☎
32
‐
５
０
８
１



平成 29 年 4 月 22

甲
州
市
教
育
振
興
基
本
計
画

策
定
委
員
を
募
集
し
ま
す

●
職
務
内
容

　
甲
州
市
教
育
振
興
基
本
計
画
（
平
成
30

年
～
平
成
34
年
）
の
策
定
に
か
か
る
調

査
審
議

●
募
集
人
員　
若
干
名

●
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
当
該
調
査
審
議
期
間

（
平
成
29
年
度
中
に
完
了
予
定
）

●
応
募
資
格

　
市
内
に
在
住
す
る
方
で
、
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
な
ど
甲
州
市
の
教
育
振
興
に

つ
い
て
関
心
並
び
に
ご
意
見
を
お
持
ち

の
方
で
、
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
で

満
18
歳
以
上
、
平
日
開
催
の
会
議
（
４

回
程
度
）に
出
席
で
き
る
方
。
た
だ
し
、

常
勤
の
公
務
員
の
方
は
除
き
ま
す
。

●
応
募
方
法

　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
次
の

テ
ー
マ
に
よ
る
小
論
文
（
様
式
自
由

８
０
０
～
１
，
０
０
０
字
程
度
を
添
付

の
う
え
、
郵
送
、
持
参
に
よ
り
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
小
論
文
の
テ
ー
マ

　
「
甲
州
市
の
教
育
振
興
に
関
す
る
私
の

意
見
」

※
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間

　
５
月
１
日
（
月
）
～
31
日
（
水
）
※
必
着

●
選
考

　
選
考
委
員
会
を
開
催
し
、
提
出
い
た
だ

い
た
書
類
を
基
に
審
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
選
考
後
、
郵
送
に
よ
り
本
人

あ
て
に
通
知
し
ま
す
。

●
そ
の
他

　
申
込
書
・
公
募
要
綱
は
提
出
先
の
窓
口

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
州

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

　
（http

://w
w

w
.city.ko

shu.
yam

anashi.jp

）

◆
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７

5月1日（月）～6月4日（日）
文化協会書道部による作品を展示します。
※展示内容・期間につきましては、変更になる場合

もあります。

Gallery市民ギャラリー
JR塩山駅南口

平
成
29
年
度
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す

市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

　　地域の問題や課題に対し、みなさんの身近な
アイデアや気づきを提案していただき、みなさ
んがその解決策を考えて市に提案し、市と一緒
に解決に向けて活動していただくものです。提
案いただいた事業の中から市と協働で実施する
にふさわしい事業を選び、支援の限度額を１事
業２０万円以内とし、毎年度予算の範囲以内で
実施するものです。

■次の事業の提案を募集します
1 市の事務事業のうち協働事業としての
　実施が適当な事業
2 地域のまちづくりの推進を図る事業
3 地域の保健、医療又は福祉の増進を図る事業
4 地域の環境の保全を図る事業
5 地域の教育・文化・スポーツの振興を図る事業
6 地域の国際化の推進を図る事業
7 地域の安全を図る事業
8 その他地域の活性化や振興に資する
　ものと市長が認める事業

※事業提案は自由にテーマが設定できます。
　社会的課題、地域課題等の解決に向けた思いやアイデア

を市民、市民活動団体、ＮＰＯ法人及び行政区等から
提案を受けて、提案団体と市が共通の目的を持って選
考された提案事業を協働で実施することにより、その
相乗効果が認められる公益性の高い事業に対して補助
金を交付します。

■平成２８年度協働のまちづくり事業の紹介　
　●小滝不動尊を護る会事業（小滝不動尊を護る会 /

文化財課）小滝不動尊を安全な場所に遷座し、地域
住民が集う場として収穫祭等定期的に行いながら地
域コミュニティの場を維持・継承することで地域の
活性化を目的とした事業。

　●熊野神社子ども神輿活性化事業（熊野神社氏子総
代会 / 文化財課）地域の祭りの継承や地域の伝統文
化を守り、次代を担う子どもたちの健全育成を目的
に、子どもたち自ら子ども神輿の補修や神事の体験
を行いました。

　●重伝建地区景観改善事業（上条組 / 文化財課）重
要伝統的建造物群保存地区の歴史的景観に対する住
民意識の向上と多くの人に景観形成活動を波及する
ため、ガードレールを景観配慮色に塗り替えるイベ
ントとごみステーションの造り替えを行いました。

■応募方法　次の書類を市民課市民参画・協働担
当に提出してください。

・市民提案型協働のまちづくり事業補助金申請書
・他添付書類は市ホームページ及び市民課に用意

してあります。

■選考方法
　①一次審査（書類審査）②二次審査（選考委員会）
※必要に応じ、面接にて団体代表、団体事務担当

者から説明をいただく場合があります。
問市民課　市民参画・協働担当　☎３２ ‐ ５５８３

お知らせ保険・税健康介護・福祉講座・募集イベント
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：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

甲州市社会福祉協議会へ

　塩山北中学校　（塩山上粟生野）

　山梨県民信用組合協会（甲府市）

新規就農者を応援します
◎甲州市就農定着支援事業
■研修生の募集人員
　就農を考えている方　３名
■募集期間　５月８日（月）～３１日（水）
■支援研修の内容
　1 栽培技術の習得研修
　2 農業経営管理手法の習得研修
　3 農作物の流通・販売に関する研修
　4 その他の研修生の自立に必要と認められる研修など
■研修生の要件
　①就農へ強い意欲を持ち、研修後、市内への就農が確実

と見込まれる方
　②アグリマスターの指導の下での研修が実施できる基礎

的知識・技術等を有する方
　③アグリマスターの指導に従い、研修を継続できると見

込まれる方など
■研修期間　原則として１年
■支援内容　研修期間中の研修手当てとして 1 ヶ月あ

たり５万円以内を支給

◎甲州市親元就農支援事業
■対象者　農業者の２親等内の直系卑属（実子や孫）

であって次のすべてに該当する方
　①市内に住所及び圃場を有し、市内で農業経営を行う方
　②年間農業従事者日数を１５０日以上予定する方
　③就農日の属する年度の年齢が４５歳未満の方。又は、

就農予定時の年齢が原則４５歳未満の方
　④確定申告、または市民税・県民税の申告で事業専従者

とする予定の方
※ただし、青年就農給付金を受けている方は対象外。
■補助金交付額　1 年間につき１０万円
■申請に必要な物　親元就農支援補助金交付申請書等
問産業振興課　果樹農林担当　☎ 32-5092

農家の皆様のご協力をお願いします
■スプリンクラーでの散水について
　「スプリンクラーの散水の水が道路に飛び出て、通

行の妨げになっている」などの苦情が寄せられます。
利用の際には、道路に面している部分のスプリンク
ラーの角度調整、飛散防止対策（ビニール等を張る）
にご配慮くださいますようお願いします

■農薬の散布について
　農薬の散布にあたっては、近隣・周囲の住宅などに

対しては充分ご注意いただき、飛散防止対策等の配
慮をお願いします。

◎最小限必要とする期間に使用する
◎日没後１時間から日の出前１時間までは使用しない
◎爆音の間隔をあけて設定する
■農耕用車両等について
　スピードスプレーヤー、トラクターなど農耕用車両

等による作業中の衝突・横転等の事故には十分注意
し、道路等に泥やごみを落とさないようにご配慮を
お願いします

問産業振興課　果樹農林担当　☎ 32-5092

甲
州
市
狭
あ
い
道
路
拡
幅

整
備
促
進
事
業

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い

る
、
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
・
行
政
協
働
で
狭
あ
い
道
路

の
拡
幅
整
備
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
用
地
を
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
場

合
に
、
分
筆
・
登
記
、
後
退
用
地
の
整
備

等
を
市
が
行
い
、
道
路
を
拡
幅
す
る
も
の

で
す
。

※
支
援
内
容
は
、
建
築
行
為
の
有
無
・
区

域
等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
用
地
管
理
担
当

☎
32
‐
５
０
７
１

塩
山
駅
南
北
自
由
通
路
の

広
告
板
が
変
わ
り
ま
す

現
在
、
塩
山
駅
南
北
自
由
通
路
に
広
告
板

を
設
置
し
、
塩
山
駅
を
利
用
す
る
多
く
の

皆
さ
ま
へ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
が
、

よ
り
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
の
媒
体
と

し
て
利
用
す
る
た
め
、
5
月
1
日
か
ら
従

来
の
広
告
板
に
加
え
、
電
子
広
告
板
の
利

用
を
開
始
し
ま
す
。
な
お
サ
イ
ズ
は
55
イ

ン
チ
相
当
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課　
用
地
管
理
担
当

　
☎
32
‐
５
０
７
１

甲
州
市
自
然
色
ネ
ッ
ト
等

資
材
購
入
補
助
金
交
付
制
度

平
成
29
年
4
月
か
ら
、
市
内
で
使
用
す
る

自
然
色
ネ
ッ
ト
等
資
材
を
購
入
し
た
場
合

に
お
け
る
補
助
金
制
度
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
制
度
は
、
3
万
円
を
上
限
に
購

入
費
の
50
％
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

又
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課　
計
画
指
導
・
景
観
担
当

☎
32
‐
５
０
７
２



平成 29 年 4 月 24

甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

参
加
者
・
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集

●
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」
と
は
？

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）

と
子
ど
も
・
宇
宙
・
未
来
の
会
（
Ｋ
Ｕ

‐
Ｍ
Ａ
）
や
甲
州
市
「
宇
宙
の
学
校
」

指
導
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
身
近

な
教
材
を
使
っ
て
子
ど
も
た
ち
が
日
常

や
身
の
回
り
で
起
こ
る
事
、
不
思
議
に

思
う
現
象
の
仕
組
み
な
ど
を
親
子
で
協

力
し
な
が
ら
学
ぶ
体
験
学
習
で
す
。

●
参
加
資
格　
市
内
の
小
学
校
１
年
生
～

４
年
生
と
そ
の
保
護
者
（
定
員
親
子
50

組
ま
で
）

１
組　
１
５
０
０
円
（
４
回
分
の
額
）

●
締
切
日　
５
月
26
日
（
金
）

◆
日
程
（
予
定
）

【
第
１
回
】
６
月
11
日
（
日
）

　
「
宇
宙
の
お
話
・
熱
気
球
を
飛
ば
そ
う
」

【
第
２
回
】
７
月
２
日
（
日
）

　
「
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
を
走
ら
せ
よ
う
」

【
第
３
回
】
９
月
３
日
（
日
）

　
「
吹
き
ゴ
マ
で
遊
ぼ
う
、万
華
鏡
を
作
っ

て
み
よ
う
」

【
第
４
回
】
12
月
10
日
（
日
）

　
「
紙
筒
ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば
そ
う
」

※
時
間
は
全
回
午
前
10
時
～
正
午

第
１
回
～
３
回　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

　
第
４
回
の
み　
甲
州
市
民
文
化
会
館

～
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
～

●
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
内
容

　
「
宇
宙
の
学
校
」
の
講
師
が
提
供
す
る

教
材
を
使
っ
て
学
習
す
る
親
子
の
サ

ポ
ー
ト
。

●
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
格
等

　
宇
宙
や
科
学
に
興
味
が
あ
る
、
中
学
生

以
上
の
方
で
、
平
成
29
年
６
月
～
平
成

29
年
12
月
ま
で
の
休
日
の
日
中
、
年
間

４
回
、
都
合
の
つ
く
限
り
で
お
手
伝
い

い
た
だ
け
る
方
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
生
涯
学
習
課　
社
会
教
育
担
当

　
〒
４
０
４
‐
０
０
４
５

　
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

　
☎
32
‐
５
０
９
７

メ
ー
ル s-gakushu@

city.koshu.lg.jp

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

●
利
用
で
き
る
方　
市
内
在
住
、
ま
た
は

在
勤
す
る
個
人
や
グ
ル
ー
プ

●
活
動
ま
で
の
流
れ

①
指
導
者
は
、｢

生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー

バ
ン
ク｣
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
利
用
者
（
学
習
を
始
め
た
い
方
）
に
、

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
登
録
者
の
中
か
ら

希
望
に
合
っ
た
指
導
者
を
紹
介
し
ま

す
。（
登
録
内
容
は
、
甲
州
市
民
文
化
会

館
備
え
付
け
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク

名
簿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

※
名
簿
に
連
絡
先
が
明
記
し
て
あ
る
指
導

者
の
方
へ
は
、
直
接
連
絡
し
て
い
た
だ

い
て
構
い
ま
せ
ん
。

※
連
絡
先
が
明
記
し
て
い
な
い
指
導
者
の

方
へ
は
、
生
涯
学
習
課
を
通
し
て
の
連

絡
と
な
り
ま
す
。

③
利
用
者
と
指
導
者
で
話
し
合
い
、
合
意

す
れ
ば
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
注
意
点

※
利
用
者
と
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク
に
登
録
し
た
指
導
者
の
自
主
的
な
活

動
に
な
り
ま
す
。
生
涯
学
習
課
や
公
民

館
が
講
座
等
を
開
催
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
指
導
者
の
派
遣
に
係
る
経
費
等
は
、
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。
額
に
つ
い

て
は
、
利
用
者
、
指
導
者
双
方
で
協
議

の
う
え
、
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

●
指
導
者
の
登
録
方
法

　
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン
ク
へ
の
登

録
を
希
望
す
る
方
は
、
公
共
施
設
に
備

え
付
け
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

｢

甲
州
市
生
涯
学
習
カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ン

ク
登
録
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
申
込
先
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
登
録
は
、
18
歳
以
上
の
個
人
・
団
体
ど

ち
ら
で
も
可
能
で
す
。

問
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
担
当

　
☎
32
‐
５
０
９
７　
ＦＡＸ
32
‐
３
３
９
１

し
お
の
や
ま
に
登
る

フ
ッ
ト
パ
ス

５
月
13
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
～
（
受
付
）

市
役
所
本
庁
舎　
東
側
駐
車
場（
集
合
）

●
定
員
30
名　

５
０
０
円（
保
険
代
等
）

向
嶽
寺
等
を
巡
り
、
塩
ノ
山
の
山
頂
で

琴
を
聴
き
ま
し
ょ
う
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甲
州
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
会

　
☎
０
９
０
‐
８
８
９
１
‐
３
９
１
５

第
13
回
上
条
集
落
見
学
会

５
月
21
日
（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

福
蔵
院
駐
車
場
（
集
合
）

無
料
（
別
途
保
険
料
２
０
０
円
程
度
）

養
蚕
の
隆
盛
を
今
に
伝
え
る
茅
葺
切
妻

造
民
家
が
ま
と
ま
っ
て
保
存
さ
れ
て
い

る
上
条
集
落
を
ゆ
っ
く
り
と
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
昼
食
・
雨
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　
５
月
16
日
（
火
）
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
氏
名・住
所・

電
話
番
号
・
生
年
月
日
を
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
※
少
雨
決
行

問
文
化
財
課

　
☎
32
‐
５
０
７
６　
ＦＡＸ
32
‐
５
１
７
２

学
校
給
食
試
食
会

６
月
19
日
（
月
）

正
午
～

●
締
切
日　
５
月
31
日
（
水
）

高
校
生
以
上
の
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤

の
方

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
希
望
人

数
を
明
記
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
受
け
付
け
ま
す
。（
当
選
者
の

み
結
果
を
通
知
し
ま
す
。）

●
食
数　
20
食

１
食
３
１
０
円
（
中
学

生
単
価
）

問
甲
州
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　
〒
４
０
４
‐
０
０
３
６

　
甲
州
市
塩
山
熊
野
９
５
８
‐
１

　
☎
33
‐
４
４
０
３　
ＦＡＸ
33
‐
５
６
７
３

弾
い
て
み
ま
し
ょ
う
♪

コ
ン
サ
ー
ト
ピ
ア
ノ

５
月
27
日
（
土
）・
28
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　
（
50
分
間
単
位
）

大
和
ふ
る
さ
と
会
館
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル

小
学
生
以
上
で
ピ
ア
ノ
演
奏
が
出
来
る

方
（
18
歳
未
満
は
保
護
者
同
伴
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

問
大
和
ふ
る
さ
と
会
館
☎
48
‐
２
９
２
１

お知らせ保険・税健康介護・福祉講座・募集イベント



広報こうしゅう25

：日付　 ：時間　 ：場所　 ：料金　 ：対象　 ：内容　 ：持ち物　㊡：休館　問：問合せ

ＮＨＫ甲府放送局開局８０年

「上方演芸会」公開収録　観覧募集！
　この番組は昭和２４年９月に放送を開始して以来、６９年目を迎えるラジオの演芸番組です。
　上方芸人による漫才、漫談など、上方ならではの話芸の数々をお届けします。
　（番組２本分の収録を行います。）
■出　演　〔１本目〕幸助・福助、なすなかにし　〔２本目〕ザ・ぼんち、シンクタンク
■申込方法　郵便往復はがきでお申し込みください。　※５月１６日 ( 火 ) 必着

◆お問い合わせ先
　生涯学習課　公民館担当　☎３２ ‐ １４１１
　（午前８時３０分～午後５時１５分）※月曜日と祝日を除く
　ＮＨＫ甲府放送局　☎０５５ ‐ ２５５ ‐ ２１４８
　（平日　午前９時３０分～午後６時）

〒 404-0045

①郵便番号
②住　所
③名　前
④電話番号

①郵便番号
②住　所
③名　前

往信用 ( 表 ) 往信用 ( 裏 )返信用 ( 表 )返信用 ( 裏 )

甲
州
市
塩
山
上
塩
後
２
４
０

甲
州
市
民
文
化
会
館

甲
州
市
生
涯
学
習
課

　
「
上
方
演
芸
会
」
係

６月９日（金）
午後６時３０分～

観覧無料　甲州市民文化会館
※応募多数の場合は、抽選のうえ、当選の方には

入場整理券　（１枚で２人入場可）を、落選の方
にはその旨をお伝えするご案内を発送します。

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。
※インターネット売買サイト等での入場整理券の

売買は固くお断りします。転売を目的としたお
申し込みであると判明した場合は、抽選対象外
とさせていただきます。また、売買が確認され
た場合は入場をお断りします。

※「消せるボールペン」の使用はご遠慮ください。
※ご応募の際にいただいた情報は抽選結果のご連

絡のほか、ＮＨＫでは受信料のお願いに使用さ
せていただく場合があります。

ここは何も記
入しないでく
ださい。
※抽選結果を
印刷します。
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　農業に関心がある方や農業に取り組んでみたい方
と、農繁期の手助けを必要としている農家を結びつ
ける援農制度「農村ワーキングホリデーＩｎ甲州市」
などに取り組んでいます。
　平成 25 年度からスタートした研究会では、これ
までに１２名を受け入れて、農家、体験者双方から
喜ばれています。
　甲州市グリーンツーリズム研究会では会員を募集
しています。関心のある方は事務局までお問い合わ
せください。
◆お問い合わせ先　産業振興課　果樹農林担当
　☎３２ ‐ ５０９２　FAX ３２ ‐ ５１７４

「甲州市グリーンツーリズム研究会」
会員募集



平成 29 年 5 月 26

児童センターイベント【無料】

○塩山南児童センター○〜ベビーマッサージ〜
　マッサージしながら親子でゆっくり肌のふれあ

いを楽しもう
５月９日（火） 午前 10 時 30 分～
塩山南児童センター　 １歳未満の子と親
バスタオル

問塩山南児童センター　☎ 33 ‐ ７９００
○東雲ふれあい親子館○〜スキンケア〜
　「肌のトラブル解決！」
　～季節に合わせたスキンケア～

５月 18 日（木） 午前 10 時 30 分～
東雲ふれあい親子館　 バスタオル・筆記用具

問東雲ふれあい親子館　☎４４ ‐ ３７２３

ファミリーサポートセンター情報

ファミリーサポートセンターを利用されている方
を対象に、１時間当たり２００円の補助金を助成
していますが、今年度より生活保護世帯、児童扶
養手当受給者及びひとり親家庭医療費認定者の方
が利用する場合の補助金の助成額が拡大されます。
該当する方が利用する場合は、各種証明書等の写
しの提出が必要となりますので、詳しくはお問い
合わせください。また、育児の手助けをしていた
だける協力会員も募集していますので、お気軽に
お問合せください。

問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１
　ファミリーサポートセンター事務局
　☎０８０ ‐ １９８０ ‐ １０８３

児童扶養手当額の改定について

児童扶養手当額は、毎年の消費者物価指数の変動に応
じて手当額を改定する物価スライド制がとられていま
す。平成 28 年全国消費者物価指数の実績値が前年比
▲０．１％でしたので、手当額は０．１％引き下げとな
ります。平成 29 年４月からの手当額は次のとおりで
す。

●児童一人の場合
　全部支給　４２，２９０円
　一部支給　４２，２８０円～９，９８０円
●児童二人目の加算額
　全部支給　９，９９０円
　一部支給　９，９８０円～５，０００円
●三人目以降の加算額
　全部支給　５，９９０円
　一部支給　５，９８０円～３，０００円
問子育て支援課　児童福祉担当　☎３２ ‐ ５０８１

第９回甲州市児童センター
「こどもまつり」【無料】

５月 27 日（土）　 午前 10 時～午後１時
塩山南児童センター　 ３歳以下の子どもとその親

（先着 25 組）※定員になり次第締め切ります。
３Ｂ体操

　「おもいっきりあそぼう！」　講師：杉原政子さん
　手形スタンプ・ボールプール・ヨーヨーつり　など
●申込方法　５月８日（月）から受付をはじめます。土・

日曜日、祝祭日を除く午前 10 時～午後１時 30 分
まで塩山南児童センターに直接、または電話で申し
込みください。

問塩山南児童センター（久保寺）　☎３３ ‐ ７９００

園庭開放のお知らせ

■対象　保育所や幼稚園に入所していないお子さんとその保護者（現在、保育所や幼稚園に入所しているお子さ
んの兄弟も含む）

■実施園　開放予定日

お願い
　①お子さんと保護者の方の体調が悪い場合はさけてください。　②園庭でお子さんとあそぶ時は、怪我のないように保護者の方

が責任をもって必ず付き添ってください。　③ご家庭からおもちゃを持ってこないでください。④水分補給のためジュースでは
なく、お茶類をご用意ください。保育所では午前中におやつを食べていませんので、おやつ等の食べ物は持ち込まないで下さい。
⑤帽子・タオル・着替えなど必要に応じてお持ちください。

　※詳細は各保育所に直接お問い合わせください。

甲州市公立保育所では今年も園庭の開放を行います。全ての甲州市公立保育所でご
利用いただけます。 保育室も開放していますので、安心して遊べます。ぜひ、お気
軽にあそびに来てください。

保育所名 連絡先 開放日（午前 10 時～午前 11 時）
松 里 保 育 所
塩山小屋敷１４０３ ３３- ４１３０ 毎月第２木曜日 ※５/ １２（金）、６/ ８、７/ １３、８/ １０、９/ １４

１０/ １２、１１/ ９、１２/ １４、１/ １１、２/ ８
東 雲 保 育 所
勝沼町小佐手４１０ ４４- ０３９４ 毎月第３火曜日 ５/ １６、６/ ２０、７/ １８、８/ １５、９/ １９

１０/ １７、１１/ ２１、１２/ １９、１/ １６、２/ ２０
奥野田 保育所
塩山熊野５９７ ３３- ４１３２

毎月第３木曜日 ５/ １８、６/ １５、７/ ２０、８/ １７、９/ ２１
１０/ １９、１１/ １６、１２/ ２１、１/ １８、２/ １５大 和 保 育 所

大和町初鹿野１６８５- ６ ４８- ２１５８

koshu
child
smile

子育て応援情報



広報こうしゅう27

◆甘草屋敷子ども図書館第５３回企画展
　絵本『とんでもない』原画展
■会期　６月２５日（日）まで開催中！
■会場　甘草屋敷子ども図書館
　鈴木のりたけさん
の絵本『とんでもな
い』の原画は、書き
込み具合がとんでも
ない！生原稿の迫力
をぜひ味わってみて
ください！

広報こうしゅう27

日下部警察署
Information

☎２２‐０１１０

★お問い合わせ先★
　勝沼図書館 ☎４４‐３７４６
　塩山図書館 ☎３２‐１５０５
　大和図書館 ☎４８‐２９２１
　甘草屋敷子ども図書館 ☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib -koshu.jp/

としょかん
つうしん

◆勝沼図書館ブックリサイクル
■日時　５月３日（水）・４日（木）・５日（金）
　　　　各日午前１０時～午後４時
■会場　勝沼図書館前テント
※不要になった本（週刊誌・雑誌・マンガ雑誌は除

く）がありましたら開館時間内に勝沼図書館まで
お持ちください。

◆勝沼図書館おりがみ教室①
■日時　５月７日（日）午後２時～
■会場　勝沼図書館（要申込み）
■内容　ぶどうニャンからカーネーション
■定員　一般向け・子ども向け　各１５名 ◆知的書評合戦

　　　　ビブリオバトルＩＮ 塩山⑬
■日　時　６月１８日（日）午後５時３０分～
■会　場　塩山図書館
■発表者　５名募集中です
　観戦の申込みは必要ありません。
　当日時間までにお集まりください。
★３月に行われた小中学生大会②でチャンプ本に選

ばれたのは塩山中学校の生徒さんが紹介してくれ
た『氷菓』（米澤穂信／著　角川書店）でした。そ
の他の紹介本も塩山図書館内で展示しています。

◆まーの・あ・まーの　お話会
■日時　５月１４日（日）午前１０時３０分～
■会場　勝沼図書館
　手話による読み聞かせとアニマシオン

◆勝沼図書館　蔵書点検による休館のお知らせ
　下記の期間中、休館とさせていただきます。
＊６月１日（木）～６月９日（金）まで

◆お知らせ◆
　甲州市で死亡届を受理した方のうち甲州市立図書館の利用カードをお持ちの方について、自動的に抹消手続き
をさせていただいております。

　去年の春山シーズン中（４月～６月）、県内において３７件（前年
比＋１７件）、４１人（同＋１９人）の山岳遭難事故が発生し、５人（同
±０人）が亡くなり２０人（同＋８人）が負傷しております。
　次の事に気をつけ、安全で安心な登山を楽しんで下さい。
○経験や体力に応じて山を選んで、無理のない日程調整を！
○単独登山は避け、無理だと思った時には引き返す勇気を！
○万が一の事態に備え、入山の前に警察署、職場、学校等に登山計

画書の提出と「コンパス」の登録をしましょう！

春山登山は安全に

コンパスとは‥‥？
　コンパスとは簡単に登山届けの登録が出来るサイトのことです。警察や自治体と連携しているので、
もしもの時の素早い対応に役立ちます。家族や仲間とも状況を共有できるます。

コンパス登録、
詳細はこちら



◆お申し込み・お問合せ
　政策秘書課　秘書・広聴広報担当　TEL32-5063
　ホームページアドレス http://www.city.koshu.yamanashi.jp
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佑くん（５ヶ月）

我が家のアイドル宗ちゃん！
家族みんなに見守られて

元気にすくすく成長してね。
父・浄如さん、母・祥子さん

（三日市場）
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世帯と人口 （２０１７．４．１現在）
（　）内は前月比 人口 ３２，６５０人（−１１９）　男 １５，７９２（−６５）　女 １６，８５８人（−５４）　世帯数 １３，２０５世帯（＋９）
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晴くん（１０ヶ月）

これからの人生、たくさんの経験
をしてください。温かく見守って
います。

父・美展さん、母・祐子さん
（勝沼）

◇お申し込み・お問い合わせ先◇

策秘書課 秘書・広聴広報担当

　☎３２－５０６３

メール info@koshu.yamanashi.jp

わが家のスター
お子さんの笑顔写真

大 募 集

政策秘書課 秘書・広聴広報担当
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